


現在、身の回りで目に入るほとんどの桜は「ソメイヨシ
ノ」です。江戸時代末期に、江戸は染井の植木屋だった吉野
屋で生まれた新種で、急速に全国に広がりました。

広まった理由は、花の寿命が比較的短く、散り際が潔くて
武士の人生観と結び付いたのです。その結果「花は桜木、人
は武士」という言葉が生まれたほどでした。

江戸時代末期から明治時代初期には、桜のソメイヨシノは
武士の風格と死の覚悟を表すとされ、熱心に城郭や神社、仏
閣、公園、学校などへの植樹が推奨されました。 (写真2)

当然のことながら、戦争の時代には、それは国民の精神教
育に繋がりました。「桜伐るバカ、梅伐らぬバカ」といわれ、
見事に咲いた桜の枝を持ち歩こうものなら大目玉でした。

今から79年前、終戦の年の昭和20(1920)年3月10日には
東京大空襲がありました。早速自転車で、焼け出された伯父
の家を見舞う途中で見た多量の焼けた桜も忘れられません。

(写真2)桜通りで街路樹として植えてあるソメイヨシノ
「日当たりが良いので花は満開で見事でした。 執筆者撮影」
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●焼けた桜と武士魂

案内のパンフレットに、山桜は日本に自生する桜の一つ
だとあります。花の咲き方もかなり地味で、私たちが抱く一
斉に咲き、一斉に散るというイメージとは大違いでした。


